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底接生物調査試験

担当者

東奥丸船長

目的

前年同様本県日本海北部漁場にがける底曳網新漁場開発と，同海域tて訟ける主要底接魚族の分布

状況等を調査し，併せて生物相との関係等について調査を行う。

H 調査方法

試験

乗 組
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5. 漁、

調査経過

東奥丸は 12月下句太平洋にかけるスノレメイカ漁業試験を終了し，大畑にないてイカ釣装置を偽

装した。

1月?日底曳網調査のため健ク沢へ娼航したが，準備完了後 1月 16日乗組員の事政死によ 9，結

局 1月 25日よ b本年度底曳調査を実施した。

本年度の底曳調査は 39年度日本海マス流網漁業試験準備のため 5月 7日で本調査を打切ったが，

調査期間 4 3日間中操業日数は 12日で，曳網回数 4 2回，総漁獲高は 5，7 4 3 K:t (前年度9，7， 45 

K:t)であった。

町 調査結果

本年度調査期間中になける紙、漁獲高 5噌 7 4 3K:tの主在る魚種組成はタラ 2，647KSZで全体の46.2

9らを占め，乙れK次いでアプラザメ 1，6 4 8 KSZ (2 8. 6 9も)ハタハタ 731Kg(12.79も)I スケ

トウダラ 45. 0 KSZ (8. 0 0/0) ，その他 25 9 K)l (4. 5 9も)と在ってま'i'"9 ，本年度は昨年度K比べ、

アブラツノザメ，ハタハタが少〈左ってかり とれと反対Kタラの漁獲が昨年度の 1，687KifVC比

べ約 57 0/0程度多〈左っている。

又 1曳網当り漁獲量をみてみると昨年度の 1 18KSZVC対し，本年度は 13 6. 5 KSZと左ってが人

曳網当b漁獲量では昨年度よ 91 8. 5 KSZ多〈左っている。
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11 回数 8回 2 3回 1 1回 4 2回

漁、 獲 局 1 1 7 K)l 3，9 3日KSZ 1， 695K)l 吾、 7 4 3 K)l 
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考察

鯵ケ沢地区の底曳漁場は深浦地区の底曳漁場 (30:分-4 0分)

〈漁場到着までVL1. 5時間- 3時間を要する。
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又各漁場は時季的に対象魚種が違っているためその刺尉度もまちまちであるが主な漁場としては権

現崎沖，土足場. 1中土足場，鱈場等であ9.その他の漁場は住復時にまれに 1綱程度よ D操業され

てい左い(別図参照)

健ク沢地区船の主要対象魚別利用漁場をみてみると，次の通Dである。

ヒラメ，タイ 新場，権現f中

カレイ類

ヒラメ

タイ

エヒ

カナガシラ

タラ

アプラツノザメ

，、 :s"、:s

j中土足，三つ森

湾寿森，三ツ森，土足場

十三沖，高山沖

鱈場(上場，中場)

十三沖，高山沖，偲ケ沢f中

鱈場(土，中，下) .土足場， f中土足

沖土足，新場，伎場(♀) .鱈場(下，中) .権現沖(♀，合)

鱈場(上場)

以上のとなbとをっているが舘ケ沢.深浦両地区の主要漁場tてついてみてみると大戸瀬崎を境とし

た北部海域の大陸棚はむ作崎海域の大陸棚に比べその面積は広〈左っているが単調左海岸線と砂丘

地帯はi海底地形にも余 b変化が伴わず底曳漁場としては曳網のし易い漁場と在っているが魚類は余

b豊富で左〈むしろ盤作埼海域よ b資源的に恵まれてい左い状態と左っている。
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底棲資源調査表(3 8年度)

月 日 1月 25日 1月 5日日 2月 4日 2月 7日

投網回数 4回 4回 3固 5回

漁 位 置 躍ケ沢 NW/N1 3浬 館ケ沢 NW/N13浬 睦ケ沢 NW  1 2浬 躍ク沢 NW/N1 3湿

水 深 3 3 日 m~ 3 5 0 m 3 0 口 m~ 3 4 0 m 290m~30 口 m 265m~325m 

場 底 質 M M M M 

天 侯 C C C S 

気 風向、 力 W2  NW2 E 3 W2  

気 温 2 2 O. 2 5 

象 主メ二L 圧 1日25 T口25 1 023 1 022 

海 水 温 9.2 

透明度

況 i 汐流向 SE SE NW急、 N E O. 2 

曳 網 長 片側 1 8日日 m !I 1 8 0口 H 1 8 0 0 !I 1 8 0 0 

曳綱方向 E/ぷ SE/S S E E S且

た ら 6 0 K 1日K 8 01¥.:t 7 K 

あぶらざめ

漁、 鮪

小 た ら

獲 すけそ

た ζ 

物 ひ ら め

か左がしら

K:t き す

雑 ? 3 8 

備 考
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2月 19日 2月 20日 2月22日 2月 25臼 2月 26日

5回 5回 5回 4回 2回

路ケ沢 NW/N13 t里 躍ケ沢WN W  1 3浬 館ク沢W N W  1 3浬 鱈ク沢W N W 1 3浬 健ク沢 NN W 1 2浬

3 2 5 m-3 6 0 m 285m-310m 5日 5m-3 2日m 300m-335m 1 6日m-175m

M M M M 

c C S c S 

NNW2 NW1 NW2 E 2 S E 1 

5 5 。 4 4 

1025mb 1024mb 1日 27mb 1031mb 103 0 m b 

8日。C 900 8.700 9"0 

E O. 2 S E O. 3 S E 0.2 S W O. 2 

片側 1 8 0 0 1/ 1 8日日 1/ 1 8 0 0 1/ 1 8 0 0 1/ 180口

且 SE SE/E SE/S S E W 
『

5 0 i¥.g 3501¥.g 1， 6 0口瓦!j 1 5 oKg 

5日 8 0 2 K9 
「

1 5 150 

2 5 0 3 0 

1 3日 130 1 5日

4 

2 

5 

1 5 4 0 1 0 1口
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底棲資源調査表 (38年度) 東臭丸 Ao. 2 

月 日 5月 1日 月 日 5月4臼 5月7日

投網回数 2回 投網回数 5回 4回

漁 位 置 総ク沢WN W  1 3浬 漁 位 置 鯵ケ沢WNW13浬 館ケ沢WNW  1 3浬

水 深 3 1日m-4 10m 深 215m-320m 255m-310m 

場 底 質 M 場 底 質 M M 

天 候 S 天 候 c c 

気 風向、 力 S W 2 気 風向、 カ S E 1 NW2 

気 温 5 |気 温 30C 1 20C 

象 気 圧 1022mb |象 気 圧 1026mb 1日 16mb 

海 71< 温 9 海 水 温 8.8 9. 2 

透明度 透明 度

況 汐流向 N W 0.3 況 t汐流向 S W 0.5 N E 0.2 

曳 網 長 片側 1 8 0 0 曳 網 長 片側 1 8 0 0 m 11 1 8日om 

曳綱方向 E/S 曳綱方向 S E SE 

た ら あぶらさめ l，050K9 3 0 0ιF 

あぶらざめ ロ 漁、 あんこう 1 0 

漁、 鮪 た ら 2 0 

小 た ら フ 獲 小た ら 1 5 

獲 すけそ 切 す けそ 5 

た 乙 断 物 僻 6 

物 ひ ら め 皆

かをがしら 無

K9 き す K:;z 

雑 そ の他 1 4 5 

イ庸 考 4蒲 考
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